
「
メ
ト
ロ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
」
の

公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境

今
回
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
の
は
、
カ

ナ
ダ
国
内
第
３
位
の
都
市
圏
人
口
規
模
を

誇
る
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
を
中
心
と
し
た
行

政
を
担
っ
て
い
る
「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
大
都

市
圏
（G

reater
V
ancouver

R
egional

D
istrict

略
称：

G
V
R
D

）」
の
「
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
大
都
市
圏
は
、
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
Ｂ
Ｃ
）
州
の
大

陸
南
西
部
に
位
置
し
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市

を
核
と
し
た
２１
市
町
村
と
１
選
挙
区
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
Ｂ
Ｃ
州
南
西
部

地
域
一
帯
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

面
積
は
約
２
９
０
０
平
方
㌔
で
、
人
口

は
１
９
６
７
年
の
発
足
当
時
は
約
９５
万

人
で
し
た
が
、
２
０
０
６
年
末
で
約
２
１

０
万
人
と
な
り
、
２
０
２
１
年
の
推
定
人

口
は
２
７
０
万
と
さ
れ
て
お
り
、
面
積
・

人
口
共
に
、
札
幌
市
と
隣
接
す
る
石
狩
市

・
当
別
町
・
江
別
市
・
北
広
島
市
・
恵
庭

市
を
加
え
た
５
市
１
町
の
生
活
圏
が
同
規

模
と
な
り
ま
す
。

１
９
６
７
年
７
月
１２
日
の
発
足
以
来
、

２
０
０
７
年
に
４０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

契
機
に
、「
メ
ト
ロ
バ
ン
ク
ー
バ
ー（M

etro
V
ancouver

）」に
名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ト
ロ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
公
共
交
通
を

運
営
し
て
い
る
の
が
「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
大

都
市
圏
交
通
公
団
（G

reater
V
ancou-

ver
Transportation

A
uthority

略
称：

G
V
TA

）」
で
、
通
称
「
ト
ラ
ン
ス
リ
ン

ク
（Trans

Link

）」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
ま
た
、
地
元
で
は
圏
内
の
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
自
体
を
「
ト
ラ
ン
ス
リ
ン
ク
」

と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
で
す
。

ト
ラ
ン
ス
リ
ン
ク
は
、
１
９
９
８
年
に

Ｂ
Ｃ
州
全
域
の
公
共
交
通
を
統
括
し
て
い

た「
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト（B

C
Transit

）」

か
ら
独
立
し
、
メ
ト
ロ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の

域
内
交
通
の
円
滑
化
や
自
動
車
交
通
量
抑

制
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
社
会
資
本
の
拡

充
と
公
共
交
通
機
関
の
統
括
や
、
交
通
行

政
に
お
け
る
環
境
保
全
等
を
一
元
的
に
担

う
組
織
で
す
。

各
事
業
の
運
営
は
、
下
位
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
団
体
や
組
織
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

た
め
、
組
織
の
規
模
は
小
さ
い
で
す
が
、

関
係
市
町
村
の
首
長
が
役
員
を
務
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
行
政
に
対
す
る
権
限
も
強

く
、
財
源
に
つ
い
て
も
域
内
の
関
連
税
制

等
の
変
更
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

中
長
期
に
わ
た
っ
た
総
合
的
な
圏
内
交
通

の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

有
機
的
か
つ
機
能
的
に
構
成
さ
れ
た

「
ト
ラ
ン
ス
リ
ン
ク
」

国
土
が
広
大
な
北
米
で
は
、
自
動
車
が

生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
一
方
で
、
公
共
交
通
は
学
生

や
お
年
寄
り
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て
定

着
し
て
お
り
、
ま
た
、
近
年
の
石
油
価
格

の
高
騰
に
伴
っ
て
マ
イ
カ
ー
利
用
か
ら
公

共
交
通
へ
シ
フ
ト
す
る
人
が
増
加
し
、
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

メ
ト
ロ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
圏
内
交
通
を

担
っ
て
い
る
ト
ラ
ン
ス
リ
ン
ク
は
、「
バ

ス
」・「
高
速
鉄
道
」・「
短
距
離
フ
ェ
リ
ー
」

の
三
つ
の
交
通
機
関
が
有
機
的
か
つ
機
能

的
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
市
街
地
が
電

気
式
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
、
郊
外
は
デ
ィ
ー
ゼ

ル
バ
ス
を
採
用
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
カ
ナ
ダ
国
産
の
「
ニ
ュ
ー
フ
ラ
イ
ヤ

ー
（N

EW
FLY
ER

）」
製
で
、
環
境
に

優
し
い
最
新
型
の
電
気
式
ト
ロ
リ
ー
バ
ス

は
、
一
台
１
０
０
万
ド
ル
（
約
１
億
２
千

万
円
）
と
非
常
に
高
価
で
す
。
ま
た
、
コ

最
新
カ
ナ
ダ
事
情
２

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

�
桑
紀
和

�
つ
う
け
ん
ア
ド
バ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
ズ

担
当
課
長

元
�
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
職
員
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
小
回
り
が
利
く
フ

ォ
ー
ド
製
「
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
」
の
車
両
を
採

用
し
て
お
り
、「
バ
ス
ル
ー
プ
」
や
「
エ

ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
」
と
呼
ば
れ
る
乗
り
換
え

拠
点
や
駅
を
核
に
幹
線
バ
ス
と
接
続
し
、

き
め
細
や
か
な
路
線
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
主
要
路
線
は
、
深
夜
も
運
行

し
て
い
る
「
ナ
イ
ト
バ
ス
（N

ight
B
us

）」
が
あ
る
他
、
１
９
９
６
年
に
は
、

快
速
バ
ス
「B-Line

（B

は
、B

at＝
猛
ス

ピ
ー
ド
の
意
）」
が
登
場
し
、
幹
線
の
移

動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
に
初
登
場
し
た
障
害
者
・

高
齢
者
用
の
バ
ス
「
ハ
ン
デ
ィ
ダ
ー
ト

（H
andy

D
A
R
T

）」以
来
、１
９
８
９
年
か

ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
国
内
初
の
完
全
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
に
よ
り
、
２
０
０
５

年
に
は
、
旧
型
の
一
部
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
を

除
く
全
て
の
バ
ス
が
車
椅
子
対
応
車
に
切

り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
車

両
は
、
一
見
ご
く
普
通
の
バ
ス
に
見
え
ま

す
が
、
エ
ア
・
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
車
高

を
下
げ
、
乗
車
口
か
ら
リ
フ
ト
が
簡
単
に

出
て
く
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
お
り
、
車
椅

子
の
利
用
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。も
ち
ろ
ん
、小
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
も
車
輌
後
部
か
ら
リ
フ
ト
が
出
て
く
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
速
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
１
９
８

６
年
に
開
催
さ
れ
た
「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
万

博
」
を
契
機
に
導
入
さ
れ
た
「
ス
カ
イ
ト

レ
イ
ン
（Sky
Train

）」
が
主
役
を
担
っ

て
お
り
、
１
９
９
５
年
に
は
、
ス
カ
イ
ト

レ
イ
ン
と
連
携
し
て
近
郊
都
市
を
結
ぶ

「
ウ
エ
ス
ト
・
コ
ー
ス
ト
・
エ
ク
ス
プ
レ

ス
（W

estC
oastExpress

）」
が
運
行
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
は
、「
車
輪
走
行
型
リ

ニ
ア
モ
ー
タ
ー
」
の
無
人
新
交
通
シ
ス
テ

ム
で
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
地
区
は

地
下
、
郊
外
で
は
高
架
上
を
走
行
し
て
お

り
、
運
転
席
が
な
い
た
め
、
一
番
前
の
車

輌
に
乗
車
す
る
と
、
自
分
が
運
転
し
て
い

る
よ
う
な
楽
し
い
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

開
通
以
来
、
最
も
重
要
な
地
域
の
足
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
順
次
拡
大
を
続
け

て
お
り
、
２
０
１
０
年
の
「
バ
ン
ク
ー
バ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
開
催
に
向
け
て
、
２

０
０
９
年
に
は
空
港
と
直
結
し
、
今
後
ま

す
ま
す
便
利
に
な
る
予
定
で
す
。

そ
し
て
、
海
や
河
川
が
多
い
メ
ト
ロ
バ

ン
ク
ー
バ
ー
は
、
橋
梁
が
未
整
備
の
箇
所

や
、
陸
上
交
通
よ
り
も
移
動
時
間
が
短
縮

で
き
る
箇
所
が
存
在
す
る
た
め
、
短
距
離

フ
ェ
リ
ー
が
公
共
交
通
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

１
９
０
０
年
に
運
行
開
始
し
た
「
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ベ
イ
」
対
岸
の
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
と
ノ
ー
ス
バ
ン
ク
ー
バ
ー
地
域
を
約

１２
分
で
横
断
す
る
「
シ
ー
バ
ス
（Sea

B
us

）」
は
、
揺
れ
が
少
な
く
安
定
し
た

乗
り
心
地
の
４
０
０
人
乗
り
の
カ
タ
マ
ラ

ン
型
フ
ェ
リ
ー
を
採
用
し
て
お
り
、
最
新

式
レ
ー
ダ
ー
を
搭
載
し
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

外
装
の
「
バ
ラ
ー
ド
オ
ッ
タ
ー
号
」
と

「
バ
ラ
ー
ド
ビ
ー
バ
ー
号
」
の
２
艇
で
定

期
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

大学キャンパスのバスループで次の出番を待っている
「二両連結バスのB-Line」

世界トップレベルの技術を誇る無人新交通システム
「スカイトレイン」

バスの乗り換え拠点「バスループ」

１億円以上する「国産新型トロリーバス」
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１
９
５
７
年
に
開
設
さ
れ
た
「
フ
レ
ー

ザ
ー
川
」
両
岸
の
ラ
ン
グ
レ
ー
地
域
と
メ

ー
プ
ル
リ
ッ
ジ
地
域
を
結
ぶ
「
ア
ル
ビ
オ

ン
フ
ェ
リ
ー
（A

lbion
Ferry

）」
は
、
約

２０
台
の
自
動
車
と
旅
客
を
積
載
で
き
る
小

型
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
す
が
、
近
隣
に
建

設
中
の「
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ヤ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
」

の
完
成
（
２
０
０
９
年
竣
工
予
定
）
と
同

時
に
そ
の
役
目
を
終
え
る
予
定
で
す
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン

や
シ
ー
バ
ス
の
駅
に
改
札
が
な
い
こ
と
で

す
。
た
だ
、
警
察
官
が
時
々
車
内
で
検
札

を
行
い
、
不
正
乗
車
は
罰
金
を
科
せ
ら
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
利
用
者
の
『
モ
ラ
ル
』

と
『
良
識
』
に
委
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
改
札
要
員
に
か
か
わ

る
多
大
な
人
件
費
や
、
改
札
機
導
入
・
維

持
等
の
膨
大
な
設
備
投
資
と
比
較
し
て
、

モ
ラ
ル
と
良
識
の
方
が
上
回
る
と
い
う
判

断
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
活
性
に
寄
与
す
る

『
統
合
的
で
質
の
高
い
取
り
組
み
』

ト
ラ
ン
ス
リ
ン
ク
の
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
一
つ
と
し
て
、
交
通
が
も
た
ら
す
環

境
破
壊
の
抑
制
に
努
力
し
、
地
域
住
民
の

健
康
被
害
と
大
気
汚
染
の
抑
制
に
努
め
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
一
方
策

と
し
て
、
駅
周
辺
に
「
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
・
ロ
ッ
ト
（Park

and
R
ide

Lot

）」
と
称
す
る
安
価
な
駐
車
場
を
提
供

し
、
自
宅
か
ら
駅
の
み
マ
イ
カ
ー
を
利
用

す
る
「
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド

（Park
and
R
ide

）」
方
式
に
よ
る
マ
イ
カ

ー
の
通
勤
利
用
削
減
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
主
要
駅
や
乗
り
継
ぎ
拠
点

等
に
、
３
ヵ
月
間
３０
ド
ル
（
約
３
千
円
）

で
利
用
可
能
な
自
転
車
や
着
替
え
な
ど
を

収
納
で
き
る
「
バ
イ
ク
・
ロ
ッ
カ
ー

（B
ikeLO

C
K
ER
S

）」
を
設
置
し
、
自
転

車
と
の
相
互
乗
り
入
れ
を
促
進
す
る
「
ロ

ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
（Lock

and
R
ide

）」
と
い
う
施
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
バ
ス
前
面
に
２
台
収
納
可

能
（
無
料
）
な
折
り
た
た
み
式
キ
ャ
リ
ア

の
架
設
し
て
い
る
他
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
以
外

は
一
両
あ
た
り
２
台
ま
で
ス
カ
イ
ト
レ
イ

ン
へ
の
持
ち
込
み
を
可
能
（
無
料
）
に
し

た
り
、
シ
ー
バ
ス
は
一
隻
６
台
ま
で
搭
載

可
能
（
無
料
）
に
す
る
な
ど
、
自
転
車
利

用
を
積
極
的
に
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
バ
イ
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
（B

ike
and
R
ide

）」
と
い
う
独
自
の
施
策
を
積

極
的
に
展
開
し
、
環
境
へ
の
配
慮
や
渋
滞

対
策
に
好
影
響
が
期
待
さ
れ
る
マ
イ
カ
ー

や
自
転
車
と
の
連
携
に
よ
る
『
統
合
的
で

質
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
路
線
バ
ス
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
カ
ー
や
低
排
気
ガ
ス
車
・
低
公
害
車
の

採
用
、
環
境
に
優
し
い
新
交
通
シ
ス
テ
ム

の
導
入
な
ど
、
次
世
代
の
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
ウ
エ
ス
ト
・

コ
ー
ス
ト
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
除
く
、
全

て
の
ト
ラ
ン
ス
リ
ン
ク
の
料
金
が
「
ゾ
ー

ン
制
（Fare

zone

）」
と
呼
ば
れ
る
運
賃

制
度
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
メ
ト

ロ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
を
３
つ
の
「
ゾ
ー
ン

（
区
域
）」
に
分
け
、
ゾ
ー
ン
内
を
同
一
運

賃
に
設
定
し
、
ゾ
ー
ン
を
ま
た
ぐ
ご
と
に

運
賃
が
上
が
る
仕
組
み
で
す
。
運
賃
は
、

１
ゾ
ー
ン
が
大
人
２
・
２５
ド
ル
で
、
５
歳

児
か
ら
１３
歳
ま
で
の
児
童
と
障
害
者
は

「
特
割
（C

oncession

）」
が
適
用
と
な
り

１
・
５０
ド
ル
、
２
ゾ
ー
ン
は
大
人
３
・
２５

ド
ル
、
特
割
２
ド
ル
で
、
３
ゾ
ー
ン
は
大

人
４
・
５０
ド
ル
、
特
割
３
ド
ル
と
な
っ
て

い
て
、
４
歳
ま
で
の
幼
児
は
無
料
で
す
。

発
券
か
ら
９０
分
間
ト
ラ
ン
ス
リ
ン
ク
内
は

乗
り
降
り
自
由
に
な
っ
て
い
る
他
、
平
日

「自転車ロッカー」設置の駅とバスループ、Park &
Ride拠点 ※TranslinkのHPより引用

スカイトレインの一番前の車両から見た風景

ダウンタウン側のシーバス駅「Waterfront」
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の
１８
時
３０
分
以
降
と
土
曜
・
日
曜
・
祝
祭

日
は
、
全
ゾ
ー
ン
で
１
ゾ
ー
ン
料
金
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
割
安
な
１０
枚
回
数
券

「
フ
ェ
ア
セ
イ
バ
ー
（FareSaverTick-

ets

）」
や
、
一
日
乗
り
放
題
券
「
デ
イ
パ

ス
（D

ay
Passes

）」
が
設
定
さ
れ
、
バ

ス
車
内
や
シ
ー
バ
ス
・
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン

駅
の
自
販
機
で
購
入
で
き
る
他
、
ス
ー
パ

ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
ト
ラ
ン
ス
リ
ン
ク
最
大
の
特

徴
と
い
え
る
の
が
、
ゾ
ー
ン
定
期
券
「
フ

ェ
ア
カ
ー
ド
（FareC

ards

）」
で
す
。
日

本
の
よ
う
に
、
自
宅
と
目
的
地
の
往
復
と

途
中
下
車
の
み
有
効
な
定
期
券
と
異
な

り
、
ゾ
ー
ン
内
は
乗
り
降
り
自
由
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
日
曜
・
祝
祭

日
は
、
一
枚
の
定
期
券
で
本
人
を
含
む
大

人
２
名
と
子
供
４
名
ま
で
乗
車
可
能
な
こ

と
か
ら
、
食
事
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の

外
出
機
会
を
増
大
し
、
地
域
を
ま
た
が
っ

た
移
動
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
、『
地
域

活
性
化
』
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
共

に
、
外
出
の
促
進
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民

の
『
健
康
面
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る
』

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ゾ
ー
ン
定
期
券
の
有
効
期
限
は
、
一
律

毎
月
１
〜
末
日
で
、
料
金
は
、
１
ゾ
ー
ン

６９
ド
ル
、
２
ゾ
ー
ン
９５
ド
ル
、
３
ゾ
ー
ン

１
３
０
ド
ル
、
特
割
（
全
ゾ
ー
ン
）
４０
ド

ル
と
な
っ
て
お
り
、
１４
歳
か
ら
１９
歳
ま
で

の
学
生
や
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
等
は
別
途

割
引
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
安
価
に
設
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
ゾ
ー
ン
定
期
券
の
利

用
度
が
非
常
に
高
く
、『
渋
滞
対
策
』・『
飲

酒
運
転
の
減
少
』
な
ど
の
効
果
が
あ
る
だ

け
で
な
く
、『
運
営
会
社
の
安
定
収
入

源
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
２
０
０

８
年
１
月
か
ら
、
１
ゾ
ー
ン
の
運
賃
が
２

・
２５
ド
ル
か
ら
２
・
５０
ド
ル
へ
、
定
期
券

が
６９
ド
ル
か
ら
７３
ド
ル
に
値
上
げ
す
る
こ

と
が
公
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
、
車
輌

や
ホ
ー
ム
の
電
光
掲
示
板
に
は
、
通
常

「
行
き
先
」
や
「
ル
ー
ト
番
号
」、「
路
線

名
」
が
表
示
さ
れ
ま
す
が
、
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
（N

FL

）
の
シ
ー
ズ
ン
は
、『G

o
C
A
N
U
C
K
S
G
o

』
の
よ
う
に
、
ホ
ー
ム

チ
ー
ム
を
応
援
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
示

し
て
住
民
感
情
を
盛
り
上
げ
た
り
、

『H
appy

H
olidays

』、『M
ary
C
hrist-

m
as

』、『H
appy

N
ew
Y
ear

』
等
の
季
節

感
あ
ふ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
示
す
る
な

ど
、
地
域
住
民
と
一
体
化
す
る
心
配
り
が

垣
間
見
え
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、「
地
域
活
性
化
」

と
「
車
社
会
の
根
本
的
見
直
し
」
と
い
う

二
つ
の
観
点
か
ら
、『
公
共
交
通
の
統
合
的

で
質
の
高
い
取
り
組
み
』
を
積
極
的
に
展

開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
い
る
こ
と
は
、日
本
に
お
け
る「
公

共
交
通
の
諸
政
策
」に
お
い
て
、参
考
に
な

る
こ
と
が
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

スカイトレインの拡張計画
※TranslinkのHPより引用

ゾーン制の料金区分 ※TranslinkのHPより引用
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